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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

目的 ;虚血再潅流障害任schemicreperfusioninjury以後IRI)は肺移植後の高い死亡率の原因とな

っている｡Earlygrowthresponse-1(以後EGRl)は炎症性サイトカインの発現に関与しIRIにお

いても重要な働きを持つとされている.虚血時間を延長､IRIを起こし､EGRlおよびその標的

遺伝子発現の経時的変化と移植肺機能の関連について考察した｡

方法 ;3時間若しくは18時間､4℃で保存した肺を同系ラットへ移植､移植肺を酸素化能および

組織所見により評価した｡移植肺内の EGRlおよびその標的遺伝子の発現は realtimePCR､

EGRlにおいてはウェスタンブロットにより蛋白の発現についても評価した｡

結果;虚血時間の延長によりEGRl､MIP･2､PAI-1の発現が増強した｡18時間虚血群において､

MIP-2およびPAl-1は虚血再潅流後4時間までその発現が増強し続けた｡IL-1βとICAM11の発

現においては虚血時間による差は認められなかった｡

結論 ;長時間虚血により移植肺機能は低下し､EGRlとその標的遺伝子と移植肺機能の関連が示

唆された｡EGRlとその標的遺伝子はIRI重症化に関わってノいると考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 冒

虚血再潅流障害 (IRI)は肺移植後の高い死亡率の原因となっているoEarly

growthresponse-1(EGRl)は炎症性サイ トカインの発現に関与し､IRIにおい

ても重要な働きを持つとされている｡本研究ではこのEGRlがIRIに関与してい

るかどうかをラットを用いて評価した｡

すなわち 3時間若 しくは 18時間､4℃で保存した肺を同系ラット-移植､移植

肺を酸素化能および組織所見により評価 した｡長時間虚血により移植肺機能は低

下し､EGRlとその標的遺伝子と移植肺機能の関連が示唆され､EGRlとその標

的遺伝子はIRI重症化に関わっていることを認めた価値ある業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




